
愛媛県

昭和南海地震後の水門建設
により、まちが形成

南海トラフ地震に対応した海
岸保全施設の整備促進

昭和南海地震（Ｓ21）以降の波止浜の変遷
波止浜水門の完成後、地域の産業構造に変化をもたらし、まちが形成された。
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昭和南海地震の地盤沈下により
沿岸部の塩田や耕地が日常的に浸水

造船や木材需要の高まりを受け、
地域産業が発展し、市街化が進む

しまなみ海道が整備された今も
水門が地域のくらしを支え続けている

住宅 1,620戸 2,157戸

工場 7棟 45棟
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波止浜水門完成
昭和32年（1957年）
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これからも、まちを守り続ける。

波止浜海岸 高潮対策事業（～Ｒ3）

安全・安心効果（水害リスクの低減）

昭和南海地震からの復興のために
建設した防潮水門がまちを守り続ける


